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団  体  名 真堂が谷戸蛍の会 

代 表 者 名 藤田正愃 

連 絡 方 法 電話：090-4929-7362 又は事務局 笹木延吉：042-642-0422 

団 体 案 内 

(目的・趣旨) 
日野市にわずかに生息する蛍を保全し、里山の生物多様性の復活。 

設 立 年 2008 年 

主な活動内容 

活動は月三回、活動する場所は新葉山緑地と百草公園東緑地の二か所。年間の活動計画を

立て作業を進めている。 

不耕起栽培に伴う田んぼの整備、水管理、畔のかさ上げ、水

路のかいぼり、川底の掃除、水路沿いのくい打ち、草刈りや樹

木の処理、生物調査、散策路の整備、環境調査など多岐にわ

たる。 

蛍の飛び交う時期には観察・調査のほか、市の「蛍の観察会」

を共催で行う。 

百草公園東緑地では果樹の剪定、施肥および、植物の保護、

樹木処理、粗朶による柵囲い等を行う。 

主なﾌｨｰﾙﾄﾞ 新葉山緑地及び百草公園東緑地 

活  動  日 月３回 (第一月曜日、第三木曜日、第四土曜日) 

会  員  数 ２６人 

募  集 
日野市在住・在勤者、真堂が谷戸近隣の住民及び「日野市雑木林ボランティア講座」卒業生に 

対し、常時募集しています。 

そ  の  他 クヌギ・コナラなどの枯れ枝が落下してくることが多くなり危険を感じている。 

自 由 記 載 

田んぼは通年湛水とし、田植えに関しては不耕起栽培を行い、アカガエルやヒキガエルの産卵

した卵塊をサギやカルガモ、他の動物から守るために田んぼの周辺を柵で囲い保護していま

す。 ため池も異なる水深を設け幾種類かのヤゴが生育でき、多くのトンボが集まる環境作り

も行っています。課題としては、少ないスタッフで蛍の観察会を開き、多くの来場者が訪れ観

賞し感動していますが、蛍の保全活動に参加したいという希望者につながらないのが問題と

感じています。会の運営は会費のみの少ない予算であるため、積極的な維持管理ができず、

助成金申請作業負担も時として加わります。また蛍の生息する水路は、水量が少なく、日照り

が続くと上流部が涸れる事態に発展するため蛍の幼虫やカワニナの生存が危ぶまれるため、

安定した水量を確保する必要がありますが改善するには多額の工事費がかかるため、実現で

きていません。 

次ページに、団体紹介パンフレットを掲載 

 

 

(アカガエルやヒキガエル) 

オタマジャクシの保護 
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